
 

34 
 

 



 

35 
 

 
 
【アミトリプチリン（TCA）とカルバマゼピン（抗てんかん薬）との比較】 
主要評価項目（疼痛） 
• 改善を報告した患者数は、アミトリプチリン投与患者とカルバマゼピン投与患者間に有意

差はなかった（中等度の質のエビデンス）。 
有害事象 
• いかなる有害事象（詳細不明）の発生率も、アミトリプチリン投与患者とカルバマゼピン投

与患者間に有意差はなかった（非常に質の低いエビデンス） 
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【アミトリプチリン（TCA）と局所カプサイシン（抗てんかん薬）との比較】 
主要評価項目（疼痛） 
• 主要評価項目（疼痛）に関して、アミトリプチリンと局所カプサイシンの比較試験で採択基

準及び除外基準に達するものは無かった。 
有害事象 
• アミトリプチリン投与患者は、局所カプサイシン投与患者と比較して鎮静を報告する可能

性が有意に高かった（非常に質の低いエビデンス）。 
• 局所カプサイシン投与患者は、アミトリプチリン投与患者と比較して灼熱感を報告する可

能性が有意に高かった（非常に質の低いエビデンス） 
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【アミトリプチリン（TCA）とノルトリプチリン（TCA 薬）との比較】 
主要評価項目（疼痛） 
• 主要評価項目（疼痛）に関してアミトリプチリンとノルトリプチリンの比較試験で採択基準及

び除外基準に達するものは無かった。 
有害事象 
• 口内乾燥、浮動性めまい、傾眠状態及びいかなる有害作用（詳細不明）の発生率におい

ても、アミトリプチリン投与患者とノルトリプチリン投与患者間に有意差はなかった（非常に

質の低いエビデンス） 


